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１．概要 

 単結晶の方位解析としてラウエカメラデータや極点測定データから方位解析を行う 

   ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエアを作成し、解析結果からＯＤＦ図、極点図、 

   逆極点図をｎｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエアでサポートした。 

   これらのソフトウエアでは、単結晶データの解析を行い、Ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓにて４：２：１の 

   比率を確認した。この時点で複数の方位が含まれたＯＤＦ図や極点図がどのように表示されるか？ 

   ＭＴＥＸ，ＬａｂｏＴｅｘでシュミレーションが可能であるが、ＣＴＲソフトウエアで実現する事を 

   考えてみました。 

   単結晶極点図１面、あるいはラウエ解析結果から、取り付け方位より（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］が決定される 

   （ｈｋｌ）［ｕｖｗ］から、ＯＤＦ図、極点図、逆極点図描画が可能 

   複数（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］のＶＦ％によりＯＤＦ図、極点図、逆極点図の描画が可能 

拡張性を考え、ＭＴＥＸに操作性を採用し以下の画面を作成しました。 

 

 ｈｏｌｄｅｒ選択 ホルダ内容の表示画面 

    

  コマンド入力画面        コマンド結果表示画面 

 

 コマンド画面上にマウスを移動し、クリック、ｋｅｙをｒｅｔｕｒｎで 

   入力可能な＞が表示される。 

 

 

 

＞ｈｅｌｐでＶｅｄｒ１．００でサポートされているコマンドが表示される 



２．コマンド表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｈｋｌ)［ｕｖｗ］入力による ODF 図、極点図、逆極点図描画 

単結晶極点図による ODF 図、極点図、逆極点図描画 

方位（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］から極点図ファイル作成 

方位や極点図の回転 

方位（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］からステレオ投影図描画 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］による ODF 図、極点図、逆極点図描画 

多結晶極点図による ODF 図、極点図、逆極点図描画 

ＦＣＣ，ＢＣＣｓｃｈｍｉｄ因子計算 



３．＊ＷＨＭ 極点図、逆極点図の半価幅指定 ＦＷＨＭ＝２．０がデフォルト 

 対称性（Ｆｒｅｅ－Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ）切り替え 

 FWHM:ｃａｌｃＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ、ｐｌｏｔ、ｍｕｌｔｉｐｌｏｔに対応 

        ｍｕｌｔｉｐｌｏｔ以外はコマンド内でも変更可能 

４． ＊方位の回転 

（０１１）［１００］をＴＤ（３５度）回転で（１１１）［－２１１］を得る（Ｔｒｉｃｌｎｉｃにて） 

（０１１）［１００］ＯＤＦ図 

   

 

（１１１）［－２１１］ＯＤＦ図 

 

 

 

 



５．＊ｓｉｍｕｒａｔｉｏｎ 

 ｉｍｐｏｒｔＴＸＴ2 ではｓｔｅｐ＝１ｄｅｇ－＞５ｄｅｇ自動変換 

 ｉｍｐｏｒｔＴＸＴ２（ＯＦＦ）では、無変換 

 方位指定によるＯＤＦ図、極点図、逆極点図作成 

  入力で 

 が表示されます。 

 ｏｒｉ１：として方位(1 1 2)[-1 -1 1]が ‘：’に囲まれて登録されます。 

ＯＤＦ図 

ｏｒｉ１：から (112)[-1-11]を得て、ＯＤＦの計算が行われる 

  

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 



 ｏｒｉ１：により(112)[-1-11]から｛１１１｝極点図が計算される 

  

 上記極点図の１／４対称極点図が計算される 

  

  (112)[-1-11]から、ＮＤ方向逆極点図が計算される 

  

 同様に plot(ori1:RD),plot(ori1:TD) 

 



ｓｅｔＦＷＨＭ（５．０）の確認 

  

 

  

  

 

 

 



６．＊ｓｉｎｇｌｅＣｒｙｓｔａｌ 

単結晶極点図から方位解析（１１０）極点図から方位計算 

 

 

 方位（１０４）［－４３１］から再計算極点図描画 

 

ＯＤＦ図描画 

 



７．＊ｓｔｒｅｏｇｒａｐｈｉｃ 

（１１０）［００１］のステレオ投影図 

 通常極点図は、特性Ｘ線で測定されるが、ラウエカメラのように連続Ｘ線で測定すると 

 ステレオ投影図のラウエ斑点が測定される。 

 

 

 

＊ｃａｌｃＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ 

 結晶方位から極点図ファイル作成 

 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ極点図 

 



 

 

Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．＊ｍｕｌｔｉｐｌｏｔ 

複数の方位における方位密度(例：ｇｏｓｓ：３０％、ｃｏｐｐｅｒ：３０％、Ｓ：３０％) 

 

 

ｇｏｓｓ：ｃｏｐｐｅｒ＝４：２ Ｓ方位は１より低い、ＯＤＦ図が５度間隔でＳ方位位置はずれがあるため 

ｇｏｓｓ：３０％、ｃｏｐｐｅｒ：３０％、Ｓ：３０％、ｒａｎｄｏｍ１０％が計数されている。 

S 

Goss 

Copper 



極点図描画 

  

  

  

 



９．＊ＳｉｎｇｌｅＣｒｙｓｔａｌ 

 単結晶測定ホルダを指定し、importsingleTXT2 にて TXT2 ファイルを選択 

  

ＴＸＴ２ファイルから取り付け方位ＵＭ：が計算され、（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を決定する。 

 

ＯＤＦを計算、極点図、逆極点図も同様に計算される。 

 



１０．＊Ｐｏｌｙｃｒｓｔａｌｌｉｎｅ ｓｕｂｓｔａｎｃｅ（ＭＴＥＸ．ｊａｒのプロパティ変更） 

 多結晶材料のＯＤＦ解析（例：ｃｏｐｐｅｒ方位単独の極点図からＯＤＦ解析） 

 >importTXT2 

  

 calcODF(PF:) 

 plot(CTRODF:ODF) 

 

 

 

 同様に、>ｐｌｏｔ（ＣＴＲＯＤＦ：ＲＰＦ）で再計算極点図 

  ＞ｐｌｏｔ（ＣＴＲＯＤＦ：ＮＤ）でＮＤ方向逆極点図描画が行えます。 

 

 

 

 



１１．＊ＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒ 

  

 ＦＣＣ，ＢＣＣのｓｃｈｍｉｄ因子シュミレーション 

 setDirection にて、方向を指定 

  Ａ－＞Ａｂｓ 

  Ｐ－＞Ｐｌｕｓ （引っ張り方向） 

  Ｍ－＞Ｍｉｎｕｓ（圧縮方向） 

    setFCC にて 

  滑り方向{111}<1-10>を指定 

 setBCC(1:2:3:) 

        1: {011}<11-1> 

  2: {112}<11-1> 

  3: (123)<11-1> 

 calc(FCC:[hkl]),calc(BCC:[h k l]) 

  [h k l]ですべり面指定 

 disp(FCC:),disp(BCC:) 

  ステレオ三角形にｓｃｈｍｉｄ因子等高線描画） 

 



  

 

最大値 

  

 



まとめ  

 コマンドによりＯＤＦ図など描画を可能にしました。 

 画面を持たないので、簡単に拡張可能なため、機能確認など考えてみます。 

  


